
く問題IV-（呈） ：建設環境〉

七 環境基本法に隠する記述として、誤っているものを畠～dのなかから濃びなさい。

a.事業者及び国民の問に広く環境の保全についての関心と理解を深めるとともに、積機

的に環境の保全に関する活動を行う意欲を高めるため、公害の日を設ける。

b. f環境への負荷Jとは、人の活動によ号環境に加えられる影響であって、環境の保全

上の支障の原凶となるおそれのあるものをいう。

c. f公害』とは、環境の保全上の支障のうち、事業活動その他の人の活動に伴って生ず

る相当範囲にわたる大気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染、騒音、振動、地盤の沈下

政ぴ悪臭によって、人の健康又は生活環境に係る被害が生じることをいう。

d. f地球環境保全Jとは、人の活動による地球全体の瓶暖化又はオーゾン層の破壊の進行、

海洋の汚染、野生生物の種の減少その他の地球の全体又はその広範な部分の環境に影

響を及ぼす事態に係る環境の保全であって、人類の福祉に貢献するとともに国民の健

康で文化的な生活の確保に寄与するものをいう。

2幅 近年、環境調査等でも利用されるようになってきた「無人航空機（ド口一ン等）」に係

る「無人航察機｛ドローン、ラジコン機等〕の安全な飛行のためのガイドラインJ （国

土交通省 航空局｝に係る記載肉容について、誤っているものを畠～dのなかから選びな

さい。

a. f無人航空機Jとは、人が乗ることができない飛行機、回転翼航空機、滑空機、飛行

船であって、遠縞操作又は自動操縦により飛行させることができるものである。

b.可完成22年度の国勢調査の結果による人口集中地区のよ空で無人航空機を飛行させるこ

とは原則として禁止されている。

c.無人航空機は、原則jとして日中（日の出から図没まで）に飛行させることとなってい

る。

d.主催者の了解を得ることで、祭礼、縁日など多数の人が集まる催。し場所の上空で無人

飛行機を飛行させることができる。

3閉 環境基本法において、政府が環境ょの条件について、人の健康を保護し、及び生活環境

を保全する上で維持されることが望ましい基準を定めるとされている項目について、誤

っているものを畠～4のなかから選びなさい。

a.地殺の振動

b.大気の汚染

c.土壌の汚染

＆水質の汚濁



4. 環境影響評価の環境保全措置検討において、最も優先すべきものを誼～dのなかから選び

なさい。

a.回避

b.最小化

c.低減

d.代償

5. f環境影響評価法〔平成26年草月改正） Jで規定されている「計画段階環境配慮書jに

記載すべき事項について、誤っているものを畠～dのなかから選ぴなさい。

a.事業実施認定区域及びその照凶の概況

b.計画段階配慮事項ごとに調査、予測及び評価の結果をと呼まとめたもの

c.主務大臣の意見

d.第一種事業の目的及び内容

政 環境基本法に基づく騒音に係る環境基準について、誤っているものを畠～dのなかから選

ぴなさい。

a.地域の類型で、 AAを当てはめる地域i土、療養施設、社会福祉施設等が集合して設置

される地域など特に静穏を要ナる地減とする。

b.地域の類型で、 Aを当てはめる地域は、主として住居の用に供される地域とする。

c.時間の区分は、昼間を午前品特から午後日時までの間とし、夜間を午後10時から翌日

の午前8時までの簡とする。

d.地域の類型で、 Cを当てはめる地域は、相当数の性屑と併せて商業、工業等の用に供

される地域とする。

7閉 環境基本法に基づく大気汚染に係る環境基準について、誤っているものを畠～dのなかか

ら選びなさい。

a.一酸化炭素： 1時開催のlS平均値がlOppm以下であり、かつ1時開催のS待問平均値が

20ppmであること。

b.二酸化窒素： 1時間値の1日ヤm均値が0.04ppmから0.0邑pp阻までのゾーン内又はそれ以

下であること。

c.二酸化いおう： 1時間f症の1s平均値が0.04p間以下であり、かつ、 1時間値が仏 lppm
以下であることo

d.浮遊粒子状物質： 1時間値が0.06ppm以下であること。



車E 平成25年4.FI！こ閣議決定された「放射性物質による環境の汚染の防止のための関係法律

の整備に関する法律案」で改正の対象となっていないものを、畠～dのなかから選ぴなさ

し、。

a.環境影響評価法

b.土壌汚染対策法

c.大気汚染防止法

d.水質汚濁防止法

富幅 喜誌が園の振動規骨調法に関する記述として、正しいものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a.振動規制法では、機械プレスや圧縮機など、建設工事で行われる作業のうち、著しい

振動を発令する作業であって法令で定める作業を規制対象としている。

b.振動規制法は、工場及び事業場における事業活動投びに建設工事に伴って発生する相

当範霊童にわたる振動について必要な規制を行うとともに、道路交通振動に係る要請限

度を定めること等により、生活環境を保全し、国民の健康の保護に資することを目的

と寸る。

c.都道府県知事は、指定地域内における道路交通振動が総務省令で定める限度を越えて

いることにより道路周辺の生活猿境が著しく損なわれていると認めるときは、道路管

理者に当該道路の修繕等の措置を重要請し、又は市町村公安委員会に対し道路交通法の

規定による措置を要請寸る。

d.振動規制法では、くいまJち機など、著しい振動を発生する施設であって政令で定める

施設を設置するL場・事業場が規制の対象となる。

10.平成初年度の騒音に係る環境基準の達成状況について、誤っているものを誼～dのなかか

ら選ぴなさい。

a.新幹線鉄道騒音に係る環境基準の達成状況は、昌吉.1%であった。

b.航空機騒音に係る環境基準の遼成状況は、 76.0%であった。

c.一般地域における騒音の環境基準の達成状況は全測定地点で83.7%であった。

＆幹線交通を担う道路に近接する空間にある327万9200戸のうち昼間・夜間のいずれか

又は闘方で環境基準を離過した住居等は11.5%であった。



11.大気汚染防止に係る移動発生源対策として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴなさ

し、。

a.低公霧車の普及促進

b.交通流の分散・円滑化

c.ばい煙を発生、及び排出する施設に対する排出基準を定めた大気汚染防止法にもとづ

く規制

d.大都市地域における自動車珂O,-PM法に基づく施策

12.環境と経済が両立した循環型社会を形成してくための3R政策の取り組みの意味につい

て、正しいもの安畠～dのなかから濃ぴなさい。

a. Recycle：再資源化

b. Renewal ：再生

c. Reduce：再使用

d.買euse：廃棄物の発生抑制j

13.地球温暖化の原因として考えられている温室効果ガスのうち、平成初年度に我が冨で排

出震が最も多かったもの張、誼～dのなかから選びなさい。

a.ブロンガス

b.一酸化二窒素

c.メタン

d.二菌室化炭素

14.環境ラベリングに関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a.タイプE環境ラベル・事業者の自己宣言による環境主張

b.タイプ班環境ラベル：製品の環境負荷の定量的データの表示

c.エコマーク制度はタイプH環境ラベルに該当する

d.タイプI環境ラベル・第三者認誌による環境ラベル

15. 「気候変動枠組条約第21回締約冨会議』で合意された協定について、Eしいものを昌～dの

なかから選ぴなさい。

a.ベルリン協定

b.京都議定書

c.パヲ協定

d.シドニー議定書



16. 「今後の河川水質管理の指標について｛案） ［改訂版］ J (H21. 3匡土交通省）に示寄れ

ている f河川水質管理の視点』として、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a.人と河川との豊かなふれあい確保のための水質管理

b.豊かな供態系を磯保するための水質管理

c. r可JIIならではの美しい景観を確保するための水質管理
d.下流域や滞街水域に影響の少ない水質の確保のための水質管理

17. 「水文観測業務規程細員IJ（平成11年2月付Iす建設省河環発第10号） J iこ示されている、

水質調IJ定に係る統計値の定義として、誤っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a. f日開平均値jとは、 1r:lの全測定値の合計をその測定回数で除した値をいう。なお、

通日調査が2日間にわたる場合は、全測定値の合計をその測定回数で除した値を初日

の日間主r-均値とする。
b. f平均水質Jとは、日間平均値の年平均値をいう。

c. f75%値（BOD、COD)Jとは、当該年におけるロイ闘の日間平均値を数値の小さい

頗に報ベ〔0.75×n〕番目にくる測定値をいう。〔0.75Xn］が整数にならない場介i土、

その数の端数を切り上げて整数とした時の測定値とする。

d. f最大水質｛全）Jとは、年間の日間平均値の最大のものをいう。

18. 「自然浄化対策について（生態系機能を活用した健やかな湖沼水環境の実現を目指し

て〕』（H26.12環境省｝に示される、 『植生を活用する（生やして刈る〕取組」の効果と

して、誤っているものを畠～誌のなかから選ぴなさい。

a.有機物堆積による底泥好気化の促進

b.流水中の懸濁粒子の沈降促進・底泥の巻き上げの抑制

c.遮光等による植物ブランクトン抑制

d.植生による栄養塩類（窒索、リン）吸収



ゆ河川水辺の国勢鵠査の基本調査マニュアル（氾語版湾Jll環境基図作成鯛登編｝！こ示される

用語あるいは鵠査方法の説明として、正しいものを畠～dのなかから選びなさい。

a.植生図とは、最新の空中写真をもとに、空中写真の色、きめ、高さ、密度等、植生の

相観として判読者が区分できるまとま専を実体視により判読して作成した図のことで

ある。

b. f判読キーJとは、写真上に表現されている各群落の色、きめ、高さ、密度等、ある

群落を特徴づける見え方のことをいう。

c.空中写真判読により抽出する群落境界の最小単伎は、作業の精度を鑑みて、図面上で

約古.5×0.5cm程度とするが、現地調査の効率化のため必要以上に細分化しない。

d.群落組成調査におけるコドラートの面積は、調査結果の基檎化を考慮し、できるだけ

統一する。

2自平成5年4Flに漉行された「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」｛種

の保存法）に定められている施策として、誤っているものを畠～dのなかから濃びなさい。

a.個体等の取扱の規制｛同内希少野牛慰j緩物種については、販売・頒布目的の陳列・広

f昔、譲渡し、捕獲・採取、殺傷・損傷、輸出入等を原則として禁止している）

b.生息地保護（生息・生育猿境の保全を図る必要があると認める場合は、「生息地等保護

区Jを指定している）

c.保護増殖（個体の繁殖の促進、店長息地等の整備等の事業の推進をする必要があると認

める場合は、『保護増殖事楽計画Jを策定して、保護増殖のための取組を行うことを定

めている）

d. レッドデータブック・レッドリストの作成（凶内希少野生動植物種指定の根拠として、

法に基づくカテゴローの分類を行っている）

21. 土壌の汚染に係る環境慕準が定められている項目として、誤っているものを畠～dのなか

から滋ぴなさい＠

a.有機燐（りん）

b.亜鉛

c.鍛

d.ふっ素



22.平成27年7.Fl ！こ閣議決定された『水循環基本計函」に示されている『水循環に関する施

策に関し、政府が総合的かつ計画的に講ずべき施策』として、誤っているものを畠～dの

なかから濃ぴなさい。

a.地下水保全に係る規制と監視の強化

b.流域連携促進等

c.貯儲・稲養機能の維持及び向上

d.民間団体等の自発的な活動を促進するための措置

23. F景観法JIこ関する特徴の説明として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴなさい。

a.基本理会等基本法の性格と景観計画、景観整備機構等具体的な規制や支援措置が定め

らnてし、ること。
b.都市計画区域内を対象として、都市計画法との連携を強化し実効性を高めていること。

c.地域の個性が反狭できるよう、条例で規制内容を柔軟に決めることができること。

d.景観計画区域の変更命令等いざというときに強制力を発揮できる措置を付与している

こと。

24.平成28年5月に閣議決定された F地球混暖化対策計画』に関する記述として、正しいもの

を畠～dのなかから選びなさい。

a. 2040年度において、 2013年度比26.0%減（2005年度比25.4%減｝の水準にすること

としているo

b. 2030年度の温室効果ガス削減目標については、 2005年度比3.8%減以上の水準にする

こととしている。

c. i艮室効果ガスのうち二酸化炭素（CO2）、メタン（CH4）、一酸化二窒素（N20)

のみについて、それぞれ具体的な数値目標を設定している。

d. r:議室効果ガス吸収滅については、森林吸収源に加え、農地土壌炭素吸収源対策及び都
市緑化等の推進による削減を含めて、具体的な吸収量の数値目擦を設定している。



25. 「地域鑓体群』の説明として、誤っているものを誼～dのなかから選びなさい。

a.移動能力のそれほど大きくない生物は、｜可じ種でも地域によって遺伝的特性や生態的

特性が異なることが多く、種を単位とする把握ではf分でない場合がある。このよう

な場介に、地域個体群という概念が用いられる。

b.環境管のレッドデータブックでは、原則的には種を単位として絶滅の危険性を検討し

ているが、 －部の種については生物地理学的な重要性の観点から「絶滅のおそれのあ

る地域個体群（LP)Jとして絶滅の危険を指摘している。

c. f絶滅のおそれのある地域個体群（LP)Jの指定を受けている例として、四岡地方の

カモシカ、紀伊半島のツキノワグマ等が挙げられる。

d. f絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律J（種の保存法） I土、野生鳥

獣による農林業被害の増加などに対処するため「特定鳥獣保護管理計画制度j を設け

ている（法l粂ののが、この計画l土地減個体群を単｛なとして策定されることになって

いる。

26. 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律｛外来生物法）」の概要

についての説明として、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a.特定外来生物の飼養・輸入等の規制｛特定外来生物を指定し、それらの飼義、栽培、

保管又は運搬を原則禁止している）

b.準特定外来牛品物の輸入の制限｛準特定外来牧物を指定し、それらを輸入する者に馬出

義務を裂すとともに、特定に係る判定が終わるまでの一定期間輸入を制限している）

c.防除｛野外における特定外来生物について閣のほか地方公共同体等の参加により防除

を促進することを定めている｝

d.輸入品等の検査等（特定外来生物等が付着・混入している輸入品等を検査し、必要に

応じ消毒・廃棄を命ずることを定めている）

27.平成20年3.I'!に環境省より刊行された F千潟生態系に関する環境影響評価技術ガイド』

に示される、 「干潟生態系の特色jとして、誤っているものを届～dのなかから選ぴなさ

し、。

a.干潟生態系は、成凶、環境要素、機能の3つの観点で捉えることができる。

b.干潟生態系はi窓生藻類を主体とする生産者の上に成り立つ変化の大きい生態系であ

る。

c.干潟生態系は、干潟土壌に含まれる豊富な有機物に支えられた安定性のある環境基盤

の上に成立している。

d.潮流や水質といった無機的環境要素は、生物の生息に強く影響を与えている。



28.平成26年11月に改正された「自然再生推進法』！こ係る改正のポイントの毘述として、誤

っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a. 自然再生の級車昆の継続性確保という課題に対し、担い手の育成や新たな協力者の確保、

企業や大学との連携等の重要性を盛り込んだ。

b.広域的な取組の推進に向け、自治体問の協定の締結や広域協議会の設置の手続きを盛

り込んだ。

c.東日本大震災を踏まえ、森.~邑・ J11 ・海のつなが慢を意識しながら、生態系の回復状

況をモニタリングし、自然再々の手法や体制を検討していくことの重要性を盛り込ん

だ＠

d. f種の保存法J「外来生物法Jの改正を踏まえ、自然再生の中で、希少種保全や外来種

対策に取り組む際の脅意点を盛呼込んだ。

2乱冨土交通省の「かわまちづくり』支援制度実施要綱(H28”おに示される支援制度の登録要

件として、誤っているものを誼～dのなかから選ぴなさい。

a.東日本大震災復興特別区域に指定されており、復興まちづくりと一体的に良好な河川

空間を整備し、その利活用を図る必要がある河川

b.都市再生整備計画や地方再生計画など閣による認定が個別法で規定されており、地域

活性化や地域振興に関する計画等において、まちづくりと一体的に良好な河川空間を

整備し、その利活用を腐る必要がある河川

c.中心市街地活性化、国家戦略特区、地方書lj生特区及び環境モデル都市など国として積

極的に支援している地減活性化施策に関連して良好な河川空間を整備し、その手I）活用

を図る必要がある河川

d.推進主体が河川空間と一体となったまちづくりを行うために自らが整備を計画し、良

好な河川空間形成のための諸活動を行っている等、推進主体の熱意が特に高く、河川

空間を整備し、その手lj活用を図る必要がある荷JII 

30.生態系の特性をあらわず用語として用いられる『アンフレラ種」の説明として、誤って

いるものを畠～dのなかから選ぴなさい。

a.個体群維持のために、エサの量など一定の条件が満たされる広い生息地（または面積）

が必要な種のこと。

b.地域の生態ピラミッドの最高伎に位置する消費者である。

c.アンプレラ種が生育できる環境を保護することで、その傘下にあるほかの種の生育を

も保全することができ、広い面積にわたる生物の多様性が保たれることになるという

保全ーとの戦略的な考え方の指標としてとらえられる。

d.キーストーン種と同様に、アンプレラ種が生態系から失われるとその生態系に大きな

影響がおよぶと考えられている。




